
　
平
成
21
年
１
月
、
上
場
会
社
の
株

券
が
電
子
化
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

上
場
会
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
、

株
主
の
権
利
は
証
券
会
社
な
ど
の
金

融
機
関
の
口
座
で
電
子
的
に
管
理
さ

れ
ま
す
。

　
お
手
元
の
株
券
が
本
人
名
義
に
な

っ
て
い
な
い
場
合
は
、
電
子
化
に
よ
り

株
主
と
し
て
の
権
利
を
失
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
株
券
電
子
化
の
実

施
前
ま
で
に
名
義
書
換
が
必
要
で
す
。

　
電
子
化
に
関
し
て
詳
し
く
は
、
左

記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
日
本
証
券
業
協
会
　
証
券
決
済
制
度

　
改
革
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
０
３
―
３
６
６
７
―
４
５
０
０

　
　
　
　
名
誉
教
授
）

▽
参
加
費
　
１
、
０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
今
吉
勝
正
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
２
９
０
１
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み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

ギ
タ
ー
っ
て
い
い
な
♪

エ
ル
・
コ
ラ
ソ
ン
牛
窓
ラ
イ
ブ

投
稿
募
集
中
！

①
イ
ラ
ス
ト
・
絵
手
紙

②
短
歌
・
俳
句
・
詩

③
子
ど
も
や
ペ
ッ
ト
の
写
真

④
イ
ベ
ン
ト
案
内
の
告
知
　
　 
な
ど

　
市
政
や
広
報
せ
と
う
ち
に
対
す
る

ご
意
見
・
ご
質
問
も
大
歓
迎
で
す
。

☆
応
募
方
法

　
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
は
が
き
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル

で
市
企
画
振
興
課
へ
送
付
す
る
か
、

市
役
所
・
各
支
所
・
裳
掛
出
張
所
に
設

置
の
意
見
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

　
匿
名
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
希
望
の
場
合

は
、
そ
の
旨
も
お
書
き
く
だ
さ
い
。

☆
留
意
点

 

・
掲
載
の
都
合
上
、
投
稿
作
品
を
す
べ

　
て
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

・
原
則
と
し
て
、
原
稿
や
作
品
は
返
却

　
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　
市
企
画
振
興
課

　
〒
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０
１
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２
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瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
０
０
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０
８
６
９
―
２
２
―
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０
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４

　
電
子
メ
ー
ル

　h
iro
b
a@
city.seto

u
ch
i.lg
.jp

：

FAX

け
い
じ

ば
ん

　
エ
ル
・
コ
ラ
ソ
ン
は
、
10
年
以
上
福

山
で
活
動
し
て
い
る
ラ
テ
ン
ギ
タ
ー
グ

ル
ー
プ
で
す
。
こ
の
た
び
、
岡
山
で
初

の
ラ
イ
ブ
を
し
ま
す
。
パ
シ
ョ
ン
（
情

熱
）
と
ノ
ス
タ
ル
ヒ
ア
（
哀
愁
）
の
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
５
月
18
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
（
午
後
１
時
開
場
）

▽
場
所
　
Ｄ
Ｏ
Ｎ
（
牛
窓
鈍
工
房
）

　
瀬
戸
内
市
牛
窓
町
牛
窓
２
２
２
７
―
８

▽
出
演
　
ギ
タ
ー
（
蔵
本
憲
明
さ
ん
、

　
岩
橋
憲
一
さ
ん
、diego

藤
原
さ
ん
、

　
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｙ
さ
ん
）、
歌
（chizu

さ
ん
）、

　
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
パ
ン
チ
ョ
江
草

　
さ
ん
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
代
　
１
、
５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
藤
原
栄
人
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
２
―
３
１
１
９

株
券
の
電
子
化

瀬戸内ものしり博士検定
　　  解答＆解説

本紙15ページの

　正解は（ア）のコロンブスによるアメリカ

大陸への到達（1492年）です。ちなみに、（イ）

は1521年、（ウ）は1497年、（エ）は1732年。

　寺伝によれば、本蓮寺は大覚大僧正が法華

堂を建立したことがはじまりであり、その後、

いったん荒廃するものの、およそ100年後の

室町時代中ごろに日暁上人が再興したとされ

ています。この日暁上人に帰依したのが海運

で活躍していた石原氏であり、現在の本堂は

この石原氏と石原氏の一族が出家した日澄上

人が明応元（1492）年に建立したものです。

やがて、江戸時代に徳川将軍のもとへ訪れた

朝鮮通信使の宿舎になるなど、日朝友好を深

める場にもなりました。

　今回はご投稿いただいた問題をもとに掲載

しました。ご投稿ありがとうございました。

　市内の自慢できることやあまり知られてい

ないような事柄を問題にして、ご応募くださ

い（市ホームページからも応募可）。

■問い合わせ・応募先

　市商工観光課

　　０８６９－２２－３９５３

　FAX０８６９－２２－３９６５

【正解】（ア）

【解説】

今月のおすすめ本

■問い合わせ先
　牛窓図書館　　　　　　０８６９－３４－５６５３
　邑久町公民館図書室　　０８６９－２２－３７６１
　長船町公民館図書室　　０８６９－２６－２５０１
　ホームページ　http://lib.city.setouchi.lg.jp/

☆検定問題募集中！

「和」の行事えほん　全２巻

高野　紀子　著

ゆかいなゆうびんやさん
ジャネット＆アラン・アルバーグ　作

佐野　洋子　訳

ミロとまほうのいし
マーカス・フィスター　作
谷川　俊太郎　訳

　自転車に乗ったゆかいなゆうび
んやさんの配達先は、３匹のくま・
おかしの家の魔女・シンデレラなど
など。手紙も読めるようになっている、
楽しいお話。　（長船町公民館）

　まほうの光る石を見つけたミロ
とねずみたち。この本には、しあわ
せな終わりとかなしい終わりの、二
つのお話が入っています。
　　　　　　　（全図書館・室）

　日本人なら知っておきたい「和」
の伝統行事と季節の楽しみを、分
かりやすく紹介しています。１巻「春
と夏の巻」２巻「秋と冬の巻」。
　　　　　　　（邑久町公民館）

「
村
塾
」
の
お
知
ら
せ

　
学
生
や
次
世
代
を
担
う
若
い
層
と
、

熟
年
の
世
代
と
が
と
も
に
学
び
、
議
論

が
交
わ
せ
る
場
と
な
る
「
村
塾
」
が
形

成
さ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
勉
強

会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
　
４
月
27
日
（
日
）

　
　
　
　
午
後
１
〜
５
時

▽
場
所
　
牛
窓
町
公
民
館

▽
内
容
　「
哲
学
概
論
の
試
み
」

　
前
段:

学
問
的
内
容
を
講
義
す
る
。

　
後
段:

一
般
的
・
時
事
問
題
を
扱
う
。

▽
講
師
　
酒
井
　
修
さ
ん
（
京
都
大
学

　

△P.N.P N　伽島侑弥伽島侑弥

△△山本敏子さん山本敏子さん（牛窓町牛窓）（牛窓町牛窓）

俳
句

冬
椿
　
塔
あ
る
寺
に
　
遊
び
け
り

多
島
美
の
　
観
光
ガ
イ
ド
　
瀬
戸
の
春

片
島
秋
月
さ
ん
（
長
船
町
福
岡
）

吉
川
孝
夫
さ
ん
（
牛
窓
町
牛
窓
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

だいかくだいそうじょう ほっ　け

どう

にちぎょうしょうにん

にっちょうしょう

にん


